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コロナ自然通気お開放式石油ストーブ 

取扱説明書 
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のた'びは、コ□ナ6油ストーブをお 
農レ上げしげこだき、まことにありびと 
ウこぞ过ました。,’ : ^ . 

圧しくおおいいただくために、この取 
扱説明書をよくお読みください。 

なお、お読みになった後ちお使いにな 
る巧げいつで去興られる巧に r 保班靈 J 
と巧に大切に保管しでください。 


燃料は必す駿鏡の灯な 
傻巧しでください。 
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ガソ U ン懷獨鷄止^ 
使用燃料：な油. 
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S 麗した擔場越し CT 瀬 
傭爾齡凝 


1. 特にを意しでいただきたいこと、 
安をのために必すお巧りください 

2. 効果的に使巧するために 

3 .各部の名称- 

•パ観図--. . . 

•構造因 --- —— - 

4.使用前の準備 . 

•開こんと部品の t ット 

•燃料- - -'-1 -- 

•給巧 - - 

•点义前の準備とお認- 

5 イホ巧たホ 

. 1 发 TO のぶ — 

•点乂 . . 

• 炎の調節- -一-' ……- 

•消义 . . . ---' 

6 .巧麗圉動消义装靈——-- 
7.目常の点模-乐入- 

8 -— -—…— 

9 .巧障-異常の見分け方と»麗猜法- 
10.部品交換のしかた -- … —— 

11.保管(擾鷄闘傻顆しない爆齒）- 

12.仕様--- ----- -- -- -- 一 

13.アフターサ…ビス - 
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特 f 注廳 ^ ^ 良^^^ Casss 案、鬟愈織纔!^»齡*あ請養^^ 聲 



この取扱.説明■および製品への表示では、製品をを全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への 
危馨やお塵への損害をホおに防止ずるために、いろいろな絵ま示をしでいます。その表示と屬巧は巧の 
よ〇になつでいまず。巧容をよく理解しでから本文をお読みください。 


么設浸はを顧を糖ず巧容びあることを告げるをのです。 ’‘ ，4< 

圓の中に a 巧的なま屬两容（也の場さは…般的なま意、么0續さは簿靈ミま*) が''' 
かれでいまず。 i ,' ゴ -- .％■,,1； 

〇記号は禁比を>行為であることを送ばるをのでず。 \ fi ' ‘; 

齒巧申やお倩に曼化的な禁止内容 （ を固の場合はガソリン禁化）び描かれでいま 

た襄声■一,瓣■'■.た'-‘';:—'^-:-が.-.: 1 ■■■-：-,-;.. •.'.ぶ:..;.. ぶ..:すご.巧.;;を.；.がお.;:.. 

参訟璋(ま巧為を強制したり指示する肉容を吿げるちのでず。^ ... I 

國のやに費化的な指示巧容 （ ち図の揚さは…般のな巧為の指ホ）力嘴自ホれでい紫' 



雜スプレ…生厳禁 

スプレ…生をス I ブの上や前に放置しないでください, 
熱でスプレー生の狂力び上がり、爆発し、ち睽です。 


雜力ーテン、可燃物近接厳禁 

力ーテンや燃えやすいちののそばなどでは使巧しないでください。 
义巧の原因になります。 


雜換気必契 

換気せすじ使用しつブけないでください。 

酸素び不足すると、不完を燃焼し、一酸化炭素などが'発をしで中靈にな 
るおそれがあります。 f 

使用中は必す1時間!こ1~2回 （ 1〜2分）換気しで、新蘇な空気を補う 
給しでください。 \ 

窓の凍結、地下室など換気が十分に巧えない場所では、使巧しないでください 


•黎麵©乾燥厳禁 

巧類などの乾燥にほ使用しないでください。 

巧類び落下しで义びつぎ、乂巧①原贸になります。 




















Al^ 

/^^Iv^Hi'lfi^ <,^- みん が 


■ 


•»覆 t を灣) A ^ 

穫るときやが出するときは、路す消义しでぐださい。 

また、人目の屈かないところでは、使用しないでください。 

不完全燃焼や駕常燃焼’义おのおそれびありまず。 

消义の際は、必すしん調節つまみび'消义の置にちどり、义が'ミ肖えたことを 
磯かめでください。 _ 

•繪ミ齒畴遞义 -A 

給ミ由は、必す消义しでから巧つでください。 

义災の原因になります。 

こぼれたな';由は、よくふきとつでください。： 







雜油漏れ危険 

給ミ由□はお実に閉めでください。 

給ミ由□を下にしで、ミ由漏れびないことを確かめでくださし、。 

給ミ由□が確実に閉まっていないと簡単にひらいで、乂巧の原因になります。 



嚇 


雜可燃性ガス使用厳禁 

ストーブを使巧しでいる部屋で、巧燃性力'スび発生するちの（ベンジン、 シンナー、 
カソリン）、スプレーを使巧しないでください。 

义災や故障の原因になります。 


0 


弯やかんのせ禁止 

やかんやなべなどをのせないでください。 

振動や撥軸によつでやかんやなべなどの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびありまず。 
また、なべの駕こぼれによつでス I ブ内部の部品び損傷するおそれびありまず。 


Q 



•燃焼中移動禁止 

义のついたまま持ち運ばないでください。 

やけどのおそれびあります。また、お倒ずるとかぶの原因になります。 


雜興鬻瞬使用禁止 

におい、 すすの発を、おの色など異常燃焼を起こしたとぎは使巧しないで 
くだぎ い。 

緊慈の爆含でをあねですにしんを下げで消义しでくださし、 （9 ベージ参照） 


雜ほこり®除去 

ほこりを、と费ど壁除去しでください。 

ごみ、ほこりなどがつまると、異常燃焼のおそれがあります, 
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燃焼中や消义直後は、离温部 (図のア S 部分):にをなどふれないで くだぎい。 
やけどのおそれかあります。 

ルさいお舌様やからだの不自をな方のいるご家庭では、特に'ま憲しでください。 


雜®爾圧に注蠢 

点义時（通電時）に、点义プラク''からは畐電圧び発生します。 

点义プラグに不巧憲に軸れないでください。感電するおそれがあります。 
特にかさいおさ様にご注意ください。 


♦分解修理-改造の禁止 

故障、破損したら、使巧しないでください。不完をな修理や改造は、危険です。 
お翼い巧めの販売店に條理を巧頼しでください。 


•保管時にしていただくこと 

長期間使巧しないとき又は保舊するときは、晚すなミ由を抜いで(乾電池を取りがしで) 
/ドさし、 

傾けたり、横倒しのげ態では保管しないでください。 

义巧のおそれびあります。 


雜次の場所では使用しない 

义災や予想しない事故の原因になります。 

»水平でない場所、:不ま定な場所 
•風のあたる踢所、部屋の出入 □ 

•ほこりや湿気のをい場所 

• 不ををな物をのせた細などの下 

® 巧燃性ガスの発生する場所及はたまる場巧 


•可燃物との距離を離ず 

燃えやすいちのや障塞物とは、 
設疆しでくださし、。 

义巧のおそれがあります。 


2〇™な上 


100 cm な上 


•正常燃焼の磯認 

正常に燃焼しでいることを確認しで<ださい。 

しんび上びりすぎたり、燃烧筒がすれでいたりすると異常燃焼し危険でず。 


雜曰 常の®手入れ瞻のを憲 
日常の点犧'ま 入れは必す巧つでください。 

点検' を入れは、スト^ブび冷えでから巧つでぐださい。（1日'11ぺーツ參照) 

户けどのおそれがあります。 
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参が気 I 置接する窓側替ど倍慶くをん清気がストーブで暖められ.上昇巧流するので 
効乘的爱棄::安吉 ;;;1 

力‘-モンなどな燃物との虛離は十分とつでくださし'、 


圓 S 部®«藝 



が簡ベース 


燃焼簡つまみ 


タンク塞ふた 


キヤビネ、ジト 


ド消义ボタン 


給ミをサイン 


点义ブタグ 


構造图 




窠巧簡リング- 


しん薬稠 S 


しん聚巧 S 

パ、ジ率> 


電湯 U - ド線 


-— 点乂プラヴ 


——讀巧コード 


点义装慶 


洩受けざら 


マイク□スイッチ 


えづ y 
つまみ 


ふりこ 


コネクタ 


園をタンク 


八 

給離勢ン耸 


しん御え 


フック--- 


電瓣ク■-ス 


給'庙サイン盡異 


巧霞宫動消火装歷 


X 崇二形驚電池(別売）4個を使巧します。 
















G 變厕麵©準誦 



次©«麗晋準備しでください 

额ンク禪え™^，^ 
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雜包装箱からス t '•— ブを取り出しでくだぞい。 ■■ 

♦方ードをとめでいるテープをはすしで、 方-- ドを開い'ごください 
♦燃焼箇變ぎをはずしでください。 

•タンク室ふたを閱いで、タンク巧えをはずしで\たさし、。 

• 夏装籍、をンク揮え、燃焼簡巻きはストーフの保鹽に必發で臂。’づ 
V 'まも'..肅義競蜗臺を忘れすに;傑置しでくだ逆い。；1;身 …'I よ‘、'' 


♦燃焼筒つまみを在ちに動かしで、.しん案の簡じ正しく据わつでし、 
ることを確認しでください。 


•乾電池は別売でず。 

参同じ種類の新しい集二あ乾電池を4個用憲しでください。 

種類の巽なる乾電池、または新しい乾電池とちい乾®池を組み含 
わせで使巧しまずと、あ漏れや破裂のおそれびあります。 

•を側にある電池クースに、乾電巧を電ミ祖ク -- スの絵の方向に爸わ 
せで正しく t ツトしでください。 

参を電池の寿宽は1シーズシをめやずにしでください。 


燃料は必すな';を （ J に1着のミを)を使用しで < ださい。 


•しを危険 I ガソぴ夕などの揮発性の嵩い油は絶巧に使用しなし、でく 
ださし、。 

火災の原因になります。 

馨。么を意 j 変質な泣、不純の莊、巧れた'庙、水の混じつでいるな;'由 
などは絶巧に使用しないでください。 

爆添施翔や助燃剤などは使用しないでください。 

•灯■ミ由は必す义気' 雨水 ■ ごみ-幫溫および直射曰巧を避けた場巧に 
保醫しで < ださし、。 


■変質な油-不純な油とは 


長麗簡呂がにあたる巧や溫 
塵の畐い巧に保輕らた物薄 


雜極幢じ'埋質したをのは、舞を味びかったり、すっはい舅いびします< 
雜必す‘巧ミ田用のボリタンクをお使いください。 

•ななはシ…ズン中に使いをりましよラ。 


























な狸閔ん j 油やみ純村おおを巧ずると 


~30日のご使辑で 4. しおを巧鑛鹽1 ) 
に力…ボンや夕一'んがな憩し、をめ謡 
つで、スビードお义ボタン寫搏1^た0、 
、しんび下びらす消化しないことがあ 


柏‘ ，巧巧ム5か出'し:り.：:か,巧時が階<なり、'激しいにおいがしたり、異萬燃烧したりします。 

* ' ' . ..' •；. を义力びかさ<なつたり、しんが下がらな<なつたりしま' 

- . : . がかかります。 ’ 

* お;を.タンクや固定タンクび協をする慮挺になりまあ：ぶ .'1' 

H 万一変質な;'由や不純な猫を使用したとぎは、 

•給油''' 固をタンク巧の阿油を巧塞、密れいなな'庙で2〜3◎洗つでから倭巧.しでくだない, 
傭し、逆が残つでいると再発しまず） （11 ベジ敎焼 ：；' ：：;；{ 

•じ知の窜みれをしで.くだきい。.;け卜じべータ蠻蹲''';.:.'';:'.''.:;.;:'...'.;-';..'璃 
雜しんのを A れをしでを效乘のないとき■はしんをを換しでくださが 。.:.V 一''': 

た'ムがの盡顆はお藝けをめの販売店却が.: 3.0ホ,お察様ご促鼓窓口にご連絡ください。た 


お'涵□に力を細をで変あさせた0衝擊などを 
受けで変巧しますと、泌;隱れや給な□び寅を 
に聞まらない感因になりまずので変あをせな 
いで < ださい。 


日ックの巧拍 


K を曰を閉わたちと巧錦を 
h ちで持ち上げ、開かないこと 
i を峰びめでください。 


• I 么醫告！給ミ由は必す消义しでから义の気のないところで巧つでください。 


•変鹽なミ化不締な;由が原函で修理を巧頼されたときは、保部期闊巧でを傑疆のが象卿となな笨す游 
* 蜜鬻打巧の跑理巧お困0の場をは、巧油をお翼い巧めの販売巧にご權談< ださい。 


:繪油の寺順とを憲 


①強 < 引く 


•IA 馨告 I お巧□は、確実に「パチン j と富がずるまで図のの靈 

を強ぐ巧しで < ださい。 

給な□を下にしで、'油漏れびないことを 懸かめでから、給總タン 
クをタンク室に正しくじットしでく だ杳 い。 浆 

•「 A 醫 き] お泣口び隨葡こ閱まつでいなし、と朽肚こご、义が.の原 
国にを0ます。 

»こぼれた巧通はよくるぎとン•： 一 ご-’。 


記 sfn 出し、 


③あける 


♦タンク室ふたを開いで給ミをタンクを取り出し、す—ブンつまみを 
強く引いで、給油□を開いでくださし、。 

•燃焼中は絶巧に給ミ由タンクを取り出ぎないでくだ狸い。 

• 給ミ由タンクは、.ぶつけたり落とじたり'しをがお.妾..'、でかねいだ舰'做繼如. 
でぐださい。 


参巿販の給'逆ポンプなどを使巧しで、油麗計を晃なが'らおミ由しでく 
ださい。 

♦巧謹計の〔た]の置まで黒唐に変わったら、 I 旨';由をやめでくださし、。 
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4。11麵鐘®擊 II 




































まねし 


@しん調節つまみをち（燃焼）ち向にゆっ< り止蒸 S 豪で'まわし、 
しんをいっぱけに上けでぐださい。 

(しん調節つまみの突起び真上 r 点义の羅 J になります。） 

♦点义ボタシを軽く巧しでください。 

ピーといラ放電富か‘しで点义しまず。 

幾点义を確認したら、点火ポタンから静かに指をはなしでくだ巧い, 


燃焼簡の握わり確認 


参燃焼筒のつまみを持つで、在ちに2〜3回動かしで、しん薬巧 H 
に正しく据わつでいるかを確かめでください。 


• しん、点欠プラグ （ S 極やその周画）巧び SS 板けを端部）び力ーボ 
' をちに敷かず ンや夕ールでるれでくると点义しに<くなりまず。しんのを乂れや揺 

- おを巧ってください。 (10-11 ベ-ジ葱.照). 

• しんのま入れや掃除を行っでちな义しじくい湯をは、乾驅池が;'肖婉し 
でいる可能なか’あります。同じ種類の新じい単こお乾*池4個とな擬 
しでぐださい。 （5 ベージを照） 

■マツチ点义のしかた——蜜泡点义び使ぇなぃ とき， 

1. 万ードを閥いでください。 

2. しん調節つまみをち（燃焼）方向にゆっくり止まるまでまわし、しんをいっぱいに上げでください。 L ..... 

3. 燃焼簡つまみを図のよ5に持ち上げでマッチで点义しでください。 ,/え@ iSx 


♦おやホ熱の状態を見なび6【しんの下げず割や [ しんの 上げす惑〕 
の巧態にならないよラに調節しで < だぞい。 

ム ^ 15 し知 —： ''パ；;； 翁" V '''; 

を（燃 焼 )..方巧に まわす._______ I 上がる 1 雜び邊 山， 

を(消欠位丽)巧向にまねず ' 下がる r ルを < なる 


I か‘十せに巧熱し、 
I 上の炎め卸びが 


燃焼 B 上に巧が4 口 >1 
だ.!:-仰び‘でいる 




■ _ 

点义 




















巧起 


•おず消火の確認をしでください 


f 為卜，显ブを巧したりしで消 
ぉ *3 〜 S みで消义しまも 
r * しん麵節つまみを草くまわ 
I ：•'をが一瞬怖びることびをり 
14.しで满义しで <だるい* , 


S 讓臟ぶ^ご 

おを T 唯かがネ巧ちなみか';も 


■消 tA ( し/ y » 節つまみの突超が r 消义巧靈 J に嚴らない） 1 讓 * • 。 

しん調節つまみをまわしで ち、スピ…ドミ肖义ボタンを巧しでを、しんび下がらず'消义しないと きは給ミ强タンクを取 
り出し、义び消えるまで 燃焼ちせでください。 

このぶうなと费は、 お震いずめの販売店文は、コ□ナお客様ご相談窓□にご相談ください。 

消火を再点乂すると馈焼筒の温度が离くで、点义しなかつたり、においびします 
燃焼簡びちえるまで、己分位;きつでから点义しでください。 


■麵常消义®しかた 

I しん調節つまみを左 

(獄麵)ち自にまわす 

似巧 ！... W.W の 

^ •ぶ J ■ V 突起 

棘 

2 消义の確認をする 


■スピ…ド消义のしかた-" 一緊急時の消义方法 

しん調節つまみで消义することのできない緊急時にだけ使巧しでください。 


参しん調節つまみをち(消义位置)方向にゆっくり止まるまでをね 
し、ちしんをいっぱいに下げで消义しでください。 

(じん調節つまみの突起が「消义位置 J じなります J 


♦巧震呂動ミ肖义装置び巧動し、しんび下びります。 
(しん調節つまみの突起び「ミ肖火の置 J に房ります 4') 

貧ミん調節つまみ"の巧おが r 消火な麗 」 -A 
み* / v 調節クまみを交巧向へまねしをつで消义 
適鬻ミ肖义に<ら夕て、消火時の I こおいが強く 
•変醫巧劝などでしんの上部に、夕 
紐、ピ r * ド消火ボタンを抑しでをし 
ち:ご筆覇突起が r 消义巧《に ; 'C 
■* ’‘こ资よラなと善はしんめず入れ 


f スピ〜ド臘ボタンを押す 







m 


• 燃焼簡をはすし台ドライバ…の巧で燃えかすなどを 
取り除く。 ，- 

•しんの巧 親を しお 顏內简のた，ユをの邸せ//'.- 
いらの邸分に送ね甘、燃え かぶ:!ぶ f がパ 
ずがみぞに 慈 巧ないよ5にま I ' I な^^し 

觀しでく賠寒い。 ろ;: 


• たいらの部分に燃えかずなどが 
た隶つでいないか。 

燃えかずなどがたまると燃焼簡^ 
の擺わりを悪くしで、燃焼を Pg [ 
^害することびあります。 J 


しん窠巧筒 


■燃焼筒をはすし-巧ド5ィバーの巧やブラシなどで力 
—ボンや夕ールなどを取り除く。 

•輩極や灣權概を変 -点父部め閣添寸を圈） 

おをせないで<だ _ , L —— —— ， , 

きむ。変おした爆 少し/';物。 R . I / 

掛ホ、纖ぃ求め f しん職 賴觸 

の販売路に修薄を inm ' t 

渡賴しで < だまぃ。 一— 「っっし \ 
•しんをほつれ沒な劇け貞だ巧ク I — _ 

综いでくだ茲い。 * 1师' 


»点乂ブラブの電禮やその闡團报 
るいは濯種板;が、力…ボンや夕 
—ルで港れでいないか。 

点乂承良の原國になりまず。 ) 


燃えむ、すなどを歌り隐く 
隸つれを榻る。 


:り、滿で 

ぶいた 

^9し 

な 

いで 

く 

だ; 

す。顷ご 

たり、 

«< 

副 

證出 

し 

た 

•割ったり 

、 觀般 

叟せ 

た 

0し 

な 

い^ 

;焼«は譜 

形进せ 

ない 

苦 

<だ 

這 

0\ 






















変質の油や不純の'莊などでしんの上部に力ーボンや夕ールが'巧鑛し、不眞をび ちじた t 護 
(6 ぺージ爹顯） は、しんの争入れをしでください。 


■ b / u のを入れのしかた 


•しんの寺入れをするときは、風のあたらない場所で巧つでください。 

風びあたると巧义が出たり、異常燃焼の原因になり危険です。また、しんのま入れ中はにおいび しますので換 a 
をし でください。 


繪齡ン鈍晒あす 




U 


-給油タンク •タンク室から給;' 由タンクを取り出しで 

. ください。 


ム 




♦しん調節つまみをち(燃焼) ち向にゆっくり止まるまでまわし、 
しんをいっぱいに上げたあと 点义ボタンを軽く巧しで点义しで 
ください。 

雜正しいおのが態で燃焼させで ください J 8 ベージ參照） 


11 





















V 




ず不定ぶため燃焼簡のホ熱不足が続くことがありまず。'' 


うちに点义すると、吸い上げ不定のため燃焼簡のホ熱不足が続くことがあ 

■簇®なと塞は新しいしんと交換しでくだ緣 U 

• しんのま入れを巧っでち力…ボンや夕ールびとれす、効乗がないとき。 

• しんが水を含んでしまい、しんの上下操が*^'重くなったとき。 

•しんの上部び消耗しで、ラすくなったり短くなったり、凹凸になっているとぎ。 


のホん 

0 (13 ぺージ藝照） 




援期闇ご使鬧になりまずと、機器の点検び必要です。 

雜2をに1回程度、シーズン終3をなどにお質い巧めの販売店又は、修理資あ畜[(お）曰本5ミ由燃焼機器保守協禽 
(TEL 03-3499-2928) で巧ラ按術舊理講留含修3香（石ミ宙機器按術管理±)など〕のいる巧などに点樣依頼され 
ることをおずずめします。 

關徽曠-巽讚の見分け方と処置方法 

雜巧の表じをとつ’いで、お確かめくださし、。 

•処置巧をにより拠置しであ鼠くならないときは、お質い巧めの販壳店にご相談《お施んん: だリがみ，,，も:が^^^^^^^ 




かたよる 


が嫌織しなが 


。レんを操が塞 


髮塞く璧なな 































11 部誦變誦禮 b 前 Z 

雜 r 龙緩蠢 I 不濟全な修理、調整は慶険ちすので、部品の交換、調藝び必要な場さには、お屬い巧めの販売店又は 
修理資裕酱〔(な)曰本石油燃焼機器巧巧協会で巧ラ按術管 a 講習さ修3者（石油機器技術管理±!など]のいる 
販売店にご«談くだちい。 

•应 ii ]§ ia 變麵 tt □□貧纏 iES 墨 とご靈驚くだ藻い。 





こは認認された r コ〇ナ錫正 ( 

' 継憑なしんを使雨しますと! 

) まず。..' .. 

t - >_ rrev f 々 F'-r—* 、ム円 6 


点义プラブ-電極板の交換は、お質い巧めの販壳店及は、おおくのコ□ナお客様ご相談窓□へごな頼ください。 


八社 ： 燃焼筒の交換 ..ょ'‘、:，，:..ぶ 


雜燃焼筒のガラスび割れたと薄は、お買いずめの販売店では、おおくのコロナお客様ご相談窓日へごの頼<ださし V 


殺が變二乾電池(別売)の交お:縣跑韓殿が 


するときは、必す罔じ種類の新しいお二形乾電池を4個使用しでくだ巧い。 （ 5ぺ…ジ鑛照） 


保篇(換顯間觀しなし、爆含） 

おしまいじなるときは、曰蓄の点検•寺入れの項を参照し、巧の要領で保管しでください。 


1. 編涵鑽ンク-圈定タンク巧のな油を巧き取っでください。（りぺ-ジ参照） 

雜が、ごみなどを残したままお管すると、さびや巧あきの原困になったり、しん上下不良の原因になるこ 
とをあります。 

雜巧巧を抜いたあとは、巧部をよく乾燥させてください。‘ 

2. b 細©靈入をしでください。 （11 ' 12ぺ—ジ参照） 

3. 獅聰電麵獲醒〇はすしでください。 

4. 幽雜錫2»学懸こりを颗っでください。 

雜燃焼筒と I 含ミをタンクを取り出したを、左ろ側面(下部)の止めねじ4本と操が部か巧の止めねじ1本卷は 
すし、キャビネットを前ちにお45°傾け、そのまま引き巧いでください。 

5•又!—: 7”® 純麵€纖薩しでください。リ〇ぺ-ジ参照） 

6 酒義靈證傑麵させでください。 （ T 1 ぺ-ジ参照） 



7.3* 纏 C 入 tVT 、 龍*た邏斷にが毕に綴籠し^ < fd 藻 














高圧放電点义〈筆二あ乾載泡 (1,5 V ) 4 個〉 
: な';由 （ J 位1号なミあ） 


__0,218 t/h 
2.09 kW (1,800 kcal / h ) 

3.0 し 

約14.0時閣 

造10.0 nf (6 置)まで 
コ ンクリート 13.0 rTf (8 置)まで 

高さ475麵幅452酬奥巧314圓 
(置台を含む） 

7.2 kg 


0'%7しル 

i / h ) 2,56 kW (2,200 l < cal / h ) 

r 4.0 L 

約 15 .則寺間 

置)まで 木 造 11.5 nf (7 靈)まで 

置)まで コンクリ…卜15 .On か9醫)まで 

巧3 14 mm 高さ510顧幅452醒奥行3 14 mm 

(置台を含む） 

~ 7.6 kg _ 

' 普通筒しん 

巧径65晒蔭さ2.8麵 
巧震 g 動;'肖义装置 


※乾電池は別売です。同じ種類の新しいお二お乾電®を4個用意しでください。 


アつ參^"-サ -- ビス 


についで 


傷ごのコ□ナ5油ストーブには巧証書びついでいます。 r お買い上げ曰-販売店ち j などの記入をお磯かめめ5え 
販売店からお愛けとりになり、大のに保置しでください。 

•保部期間はお醫い上げいただいた曰から1ホ間です。 

雜巧のような原因による故障および事故じつきましでは、（呆証の巧象になりませんのでま憲しでくだ送い。 

醒変屬な巧や不純灯巧など、またな油な外の燃料使用による故障や事あ。 

■誤った使用ち法による故障や肇故。 



修理を依賴されるとき J 


雜本靈の（'巧噴■巽溝の見分け方と処疆方ミ去 J (12 ぺージ参照）の頂(こがつで調べでち良くならないときは、お K 
し、あめの販売店又は、お近くのコ□ナお密樣ご巧談窓□にご連絡ください。 



雜保疆巧間中であれば保証塞の規定に従って無料修理させでいただをます, 



•鞠を時や運搬時に給油タンク-固定タンク內にな'巧が巧ったままですと、 

:1•相か;/け孔みことがありますので、がず巧き取っで<ださい。 

♦乂卜ーフを踊棄処分するときは、必ず給'巧タンク•固定タンク巧の: n 逆を巧き取っでく 

V 藻い。もけ1 


1 


























